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京
都
大
学
名
巻
教
授
、
文
学
悼
士
、
田
中
美
知
太
郎
先
生
は
、

昨
昭
和
六
十
年
十
二
月
十
八
日
午
後
二
時
、
京
都
大
学
附
属
病
院

に
お
い
て
、
急
性
心
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
一
―
―

歳。
先
生
は
新
潟
県
の
御
出
身
。
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
年
）
京

都
帝
国
大
学
文
学
部
選
科
を
修
了
。
昭
和
三
年
法
政
大
学
講
師
、

昭
和
五
年
東
京
文
理
科
大
学
講
師
と
し
て
諧
筵
を
開
か
れ
る
。
昭

和
二
十
年
五
月
、
戦
災
で
瀕
死
の
大
火
傷
を
負
わ
れ
、
の
ち
の
緑

内
障
の
遠
因
と
も
な
る
。
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
、
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
二
十
五
年
京
都
大
学
教

授
に
昇
任
、
昭
和
四
十
年
三
月
に
停
年
退
官
さ
れ
る
ま
で
哲
学
哲

学
史
第
五
講
座
（
現
第
二
講
座
、
西
洋
哲
学
史
古
代
）
を
担
当

し
、
こ
の
間
、
厳
正
な
文
献
学
的
方
法
と
自
由
な
思
索
と
に
よ
っ

て
、
西
洋
哲
学
を
そ
の
淵
源
に
遡
っ
て
本
格
的
に
探
究
す
る
と
い

う
、
揺
ぎ
な
い
学
風
を
築
か
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
後
進
を
育

成
、
蕉
陶
さ
れ
た
。

多
方
面
に
わ
た
る
先
生
の
業
綬
の
う
ち
西
洋
哲
学
関
連
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
訳
註
（
昭
和
十

三
年
）
、
『
ソ
フ
ィ
ス
ト
』
（
同
十
六
年
）
、
『
ロ
ゴ
ス
と
イ
デ
ア
』
（
同
ニ

十
二
年
）
、
『
近
代
思
想
と
古
代
哲
学
』
（
同
二
十
三
年
）
、
『
善
と
必
然
と

の
間
に
』
（
同
二
十
七
年
）
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
』
（
同
三
十
二
年
）
、
『
古
代

哲
学
史
』
（
同
六
十
年
）
な
ど
が
あ
る
。
緑
内
障
が
進
み
、
目
が
随

分
不
自
由
な
晩
年
に
あ
っ
て
、
心
の
ど
か
に
急
が
ず
休
ま
ず
、
八

會

告

田
中
美
知
太
郎
名
誉
教
授
の
御
逝
去

彙

報

哲
学
研
究

第
五
百
五
十
三
号

年
が
か
り
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
四
巻
の
労
作
『
プ
ラ
ト
ソ
』

（
同
五
十
四
ー
五
十
九
年
）
は
、
先
生
の
学
問
の
最
も
包
括
的
で
、
か

つ
徹
底
し
た
集
大
成
で
あ
ろ
う
。

多
数
の
編
著
書
、
編
訳
書
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

講
座
『
哲
学
大
系
』
（
全
七
巻
、
昭
和
三
十
八
年
）
、
『
プ
ラ
ト
ン
全

集
』
（
全
十
五
巻
、
別
巻
一
、
昭
和
四
十
九
ー
五
十
三
年
、
藤
澤
令
夫
と
共

編
）
が
あ
る
。
ま
た
、
古
典
を
価
値
基
準
と
し
た
先
生
の
卓
見
、

均
衡
の
と
れ
た
思
考
、
平
明
な
言
葉
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
文
明

批
評
的
発
言
に
お
い
て
生
か
さ
れ
、
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。

先
生
は
、
京
都
哲
学
會
の
発
展
の
た
め
に
も
非
常
に
尽
力
さ

れ
、
『
哲
学
研
究
』
に
は
、
五
篇
の
論
文
を
八
回
に
わ
た
り
寄
稿

い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
『
哲
学
研
究
』
を
守
る
こ
と
を
た

え
ず
念
願
し
て
お
ら
れ
た
。

更
に
、
日
本
学
術
會
謡
會
員
（
昭
和
三
十
ニ
ー
三
十
七
年
）
、
日
本

哲
学
會
委
員
（
昭
和
三
十
ニ
ー
四
十
六
年
）
、
関
西
哲
学
會
委
員
長

（
昭
和
三
十
三
ー
三
十
七
年
）
、
日
本
西
洋
古
典
学
會
委
員
長
（
昭
和

三
十
一
ー
四
十
年
）
、
日
本
文
化
會
議
理
事
長
（
昭
和
四
十
三
年
ー
逝

去
迄
）
、
な
ど
を
歴
任
、
広
く
学
術
振
典
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
田
中
先
生
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
文
化

功
労
者
に
選
ば
れ
、
同
四
十
八
年
に
勲
二
等
瑞
宝
章
受
章
。
ま

た
、
同
年
ギ
リ
ジ
ア
国
政
府
よ
り
フ
ィ
ニ
ッ
ク
ス
十
字
照
章
を
受

章
、
さ
ら
に
同
五
十
―
―
一
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
五
十
七
年
に
は
、
京
都
市
名
巻
市
民
に
選
ば
れ
た
。
御
逝

去
と
と
も
に
、
従
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
の
叙
位
叙
煎
を
受
け
ら
れ

• 
J
O
 

f
 先

生
の
御
葬
骰
は
昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
日
、
京
都
東
本
願

寺
岡
崎
別
院
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
法
名
、
美
徳
院
繹
浄
智
゜

東
大
谷
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日

京
都
哲
學
會

一
四
八
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槃

報

大
塚
恵
一
氏
は
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
京
都
大
学
文
学
部
を
御
卒
業
。

『
哲
学
研
究
』
第
四
五
八
号
に
「
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
」
を
御
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

朝
永
領
子
様
（
故
朝
永
振
一
郎
博
士
未
亡
人
）
は
去
る
昭
和
五
十
八
年
、

故
朝
永
三
十
郎
先
生
の
三
十
三
回
忌
法
要
を
施
主
と
し
て
営
ま
れ
た
。

（
『
哲
学
研
究
』
五
四
九
号
一
〇
八
頁
に
関
係
記
事
。
）

安
部
睛
之
助
先
生
は
大
正
十
一
年
よ
り
昭
和
二
十
四
年
に
い
た
る
ま
で
、

第一
1

一
高
等
学
校
に
お
い
て
哲
学
を
諧
じ
ら
れ
た
。
本
学
会
草
創
当
時
か
ら

の
会
員
で
あ
ら
れ
、
『
哲
学
研
究
』
に
も
「
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
雁
史
の
観
念

に
就
て
」
（
第
一
巻
第
五
冊
）
を
は
じ
め
三
回
に
わ
た
り
御
寄
稿
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
九
十
八
歳
の
御
天
寿
を
全
う
せ
ら
れ
る
ま
で
、
『
哲
学
研
究
』

を
御
賠
読
下
さ
る
な
ど
、
永
年
の
御
好
意
の
数
々
に
、
衷
心
か
ら
御
礼
を

朝
永
領
子

ー
安
部
睛
之
助

会
員
並
び
に
学
会
に
縁
り
の
方
の
御
逝
去

左
記
の
会
員
の
方
々
、
ま
た
本
学
会
に
縁
り
の
方
が
逝
去
し
て
お
ら
れ

る
。
本
学
会
へ
御
寄
せ
下
さ
っ
た
御
厚
誼
の
数
々
を
偲
び
、
謹
ん
で
御
冥

福
と
御
遺
族
の
御
平
安
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
（
括
弧
内
は
、
御
逝

去
の
日
•
最
終
御
勤
務
先
・
御
遣
族
の
御
住
所
。
）

大
塚
恵
一

前
年
度
繰
越
金

本
年
度
収
入

一
四
九

二
、
三
―
―
―
―
-
、
三
六
四
円

二
、
二
八
二
、
一
六
二
円

四
昭
和
六
十
年
度
京
都
哲
学
会
収
支
決
算
に
つ
い
て

申
し
あ
げ
た
い
。

（
右
に
掲
載
し
ま
し
た
の
は
、
判
明
し
た
方
々
の
み
で
す
。
他
に
会
員
の

御
消
息
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
方
は
、
京
都
哲
学
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い。）

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

昭
和
六
十
年
度
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
、
十
一
月
三
日
（
日
）

午
後
一
時
半
か
ら
、
京
都
大
学
文
学
部
第
七
講
義
室
に
お
い
て
、
左
記
の

如
く
行
わ
れ
た
。

一
、
空

一
、
連
想
反
応
の
連
関
構
造

京
都
大
学
教
授

梶
山
雄
一
氏

京
都
大
学
助
教
授
清
水
御
代
明
氏

講
演
会
は
、
臼
井
、
長
尾
、
野
田
、
石
田
（
仁
）
、
本
吉
等
の
本
学
諸

名
誉
教
授
の
他
、
稲
垣
不
二
磨
、
大
喜
多
秀
、
針
木
憲
、
三
浦
義
和
等
、

遠
方
か
ら
の
会
員
の
御
出
席
も
少
か
ら
ず
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
終

了
後
、
楽
友
会
館
に
お
い
て
、
梶
山
、
清
水
両
氏
を
囲
ん
で
、
約
四
十
名

の
会
員
が
晩
餐
を
共
に
し
つ
つ
、
討
論
、
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し

こ。t
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六 五

ー
ー
昭
和
五
十
二
年
度
ー
—

※
 

第
五
百
五
十
一

1

一号

本

年

度

支

出

一

、

六

0
0、
九
＝
三
円

残
額
総
計
―
―
-
、

0
0四
、
五
九
四
円

（
内
、
積
立
金
四
一

0
、
五
八
三
円
）

な
お
、
右
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
の
高
田
三
郎
、
西
川
富
雄
両
氏
（
本

学
会
会
計
監
査
）
か
ら
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
二
日
お
よ
び
五
月
六

日
付
で
、
監
査
と
御
承
認
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

京
都
哲
学
会
現
任
委
員
の
う
ち
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、

徳
永
宗
雄
氏
（
印
度
哲
学
史
講
座
助
教
授
着
任
の
た
め
）
が
委
員
に
就

任
さ
れ
た
。京

都
大
学
文
学
部
哲
学
科
講
義
題
目

以
下
に
掲
載
す
る
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
京
都
大
学
文
学
部
哲
学

科
諧
義
題
目
（
六
）
、
お
よ
び
昭
和
五
十
三
年
三
月
同
学
科
卒
業
論
文
題

目
（
七
）
、
修
士
課
程
修
了
論
文
題
目
（
八
）
、
そ
し
て
博
士
課
程
単
位
修

得
者
研
究
論
文
要
旨
題
目
（
九
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
古
い
年
度
の
も
の

で
あ
る
が
、
棄
報
欄
休
載
期
問
中
に
属
す
る
た
め
、
同
期
間
中
の
他
の
年

度
の
題
目
と
同
様
、
参
考
資
料
と
し
て
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

二
回
生
が
履
習
で
き
る
専
門
科
目

〔
共
〕
大
学
院
と
共
通

〔
院
〕
大
学
院
の
み

京
都
哲
学
会
委
員
の
移
動
に
つ
い
て

哲
学
研
究

諧

読

諧

師

田

中

進

演

習

諧

師

水

野

和

久

＂ 

諧

師

井

上

庄

七

n
u
n
f
t
 

〔共〕

D
e
s
c
a
r
t
e
s
 "
 L
e
s
 
p
r
i
n
c
i
p
e
s
 
d
e
 

la 
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 

〔共〕

M
e
r
l
e
a
u
 ,
 
P
o
n
t
y
:
 
L
e
 visible 
et 

〔共〕

l" invisible 

B
e
r
k
e
l
e
y
:
 A
 
T
r
e
a
t
i
s
e
 c
o
n
c
e
r
 "
 

石

井

誠

士

K
a
n
t
:
K
r
i
t
i
k
d
e
r
 
r
e
i
n
e
n
 
V
e
r
 

医
療
短
大

助

教

授

演

習

演
習

I

教

授

辻

村

公

一

＂

助

教

授

木

曽

好

能

＂ 

講

師

坂

東

性

純

＂ 

講

師

茅

野

良

男

哲
学
的
人
間
学
（
倫
理
学
と
共
通
）

〔共〕

日
本
思
想
史
（
倫
理
学
・
仏
教
学
と

共

通

）

〔

共

〕

H
e
i
d
e
g
g
e
r
:
 
S
e
i
n
 u
n
d
 Zeit 

L
o
c
k
e
:
 
A
n
 E
s
s
a
y
 C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 

H
u
m
a
n
 U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 
〔共〕

＂ 

助教教教助教教
教養狸教
授部授部授授授

竹
市
明
弘
現
代
に
お
け
る
存
在
論
の
可
能
性
に

つ

い

て

〔

共

〕

＂ 

上

田

泰

治

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
思
想
展
開
〔
共
〕

研講

＂ 究義

辻
村
公
一
※
哲
学
概
論

辻
村
公
一
時
問
概
念
の
歴
史

木
曽
好
能
様
相
論
理
学

哲

学

一
五

0

〔共〕
〔共〕
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:, 

器
垣

ヨ
怜

華
料

T
h
o
m
a
s

A
q
u
i
n
a
s
:
 
In 

Arista・ 

"
 

聴
逹

諾
共

涅
摘

涸
批
-l--11

羊
纂

Q
箭
部
瞬
隠

Q
(
器
睾
索

telis Peri H
e
r
m
e
n
e
i
a
s
 Exposi-

帥
→
採
唄
）

〔＃〕
tio 

〔共〕

~
 

舘
塀

米
は

或
渥

則
忌

涯
匡

箋
Q
幽

臣
〔採〕

悪
臨

日
縣

認
熙

共
過

H
e
g
e
b

D
e
r
 Geist 

des 
Chris-

悪
臨

已
蒋

認
濫

褻
4
吋
l<

P
l
a
t
o
m
 
Politicus 

2
8
4
C
~
 

t
e
n
t
u
m
s
 
u
n
d
 
sein 

Schicksal 

〔:J:l(J
答

弓
p

Hegel: 
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
・
 

箆
細

):::j~
認

詭
隧

守
氷

Aristoteles:
D
e
 
Generatione 

gie 
des Geistes 

〔我〕

et 
Corruptione A

7
~
 

(:j:j() 
挺

郎
言

喜
喜

睾
は

螂
K
a
n
t
:

Kritik 
der 

praktischen 

乳
苺

臨
匡

舘
垣

茜
ヨ

器
出

Plotinos;
E
n
n
e
a
d
e
s
 

(:j.j(J 
V
e
r
n
u
n
f
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謡
=
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洪
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講

師

前

田

専

学

講

師

立

川

武

蔵

諧

師

渡

瀬

信

之

助

教

授

小

林

信

彦

研講

究義

教教

授授

服服
部部

正正
明明
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演

習

※
イ
ソ
ド
思
想
史

古
典
イ
ン
ド
に
お
け
る
意
味
論

〔共〕

B
h
a
m
a
h
a
,
 E
 ̂a
竺
vala7'{1kara
の
研

究
（
仏
教
学
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共

通

）

〔

共

〕

V
e
d
菩
ta
哲
学
の
研
究
〔
共
〕

k
i
r
ミ混
g
i
t
研

究

〔

共

〕

古
典
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
法
に
お
け
る
刑
罰

思
想
（
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）〔共〕

諧

読

助

手

西

脇

常

記

演

習

教

授

＂

諧

師人
文
研

教

授

尾
崎
雄
二
郎

後
漠
書
偏
林
伝

説
文
解
字
注
（
中
国
語
学
中
国
文
学

と

共

通

）

〔

共

〕

湯

浅

幸

孫

史

通

日

原

利

国

周

礼

注

疏

研講

究義

助人講教
教文
授研師授

吉
川
忠
夫
南
北
朝
の
文
化
（
東
洋
史
学
と
共

通

）

〔

共

〕

湯
浅
幸
孫
※
中
国
思
想
史

本

田

済

唐

末

の

儒

学

中
国
哲
学
史

印
度
哲
学
史

被
習
lI

教

授

酒

井

修

語

学

助

教

授

小

林

信

彦

＂

助

手

今

林

万

里

子

研

究

教

授

酒

井

修

演
習

m
教

授

山

田

晶

B
e
r
g
s
o
m
 
M
a
t
i
e
r
e
 et M
e
m
o
i
r
e
 

〔共〕

W. J
a
e
g
e
r
:
 
Paideia, 
die 
F
o
r
 ,
 

m
u
n
g
 d
e
s
 
g
r
i
e
c
h
i
s
c
h
e
n
 
M
e
n
・
 

s
c
h
e
n
 

P
l
a
t
o
n
:
 
A
p
o
l
o
g
i
a
 
Socratis 

歴

史

的

世

界

〔

院

〕

T
h
o
m
a
s
 
A
q
u
i
n
a
s
 "
 
S
u
m
m
a
 

T
h
e
o
!
.
 I. 

〔院〕

H
e
g
e
l
 "
 P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 

〔院〕

G
e
1
s
t
e
s
 

〔共〕
〔共〕

＂ 

助

手

井

狩

弥

介

＂ 

教

授

大

地

原

畿

諧

読

諧

師

山

野

耕

治

演

習

教

授

服

部

正

明

＂

助

教

授

小

林

信

彦

諧

師

三

輪

正

哲
学
研
究

第
五
百
五
十
一
二
号

＂ 

講

師

矢

野

道

雄

〔共〕

BrhatSaf[lhita. 
の
研
究
（
梵
語
学

梵

文

学

と

共

通

）

〔

共

〕

イ
ン
ド
哲
学
史
の
諸
問
題
〔
共
〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
選

I
（
仏
教
学
、

梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
選
II
（
梵
語
学

梵

文

学

と

共

通

）

〔

共

〕

S
r
a
u
t
a

祭
式
文
献
（
仏
教
学
、
梵

語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

※
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
（
仏
教
学
、

西
南
ア
ジ
ア
史
学
、
梵
語
学
梵
文
学

と
共
通
）

一
五
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＂ ＂ ＂ ＂ 
研

究＂ ＂ 
研

究

助

教

授

平

野

俊

二

記

憶

痕

跡

の

1

1

、
三
の
問
題

＂ ＂ 
講

義＂ 

紐

報

講

師

清

水

御

代

明

講

師

今

村

護

郎

諧

師

小

谷

津

孝

明

講

師

田

村

博

講

師

難

波

精

一

郎

諧

師

天

野

清

視
聴
覚
教
育
特
論
（
教
育
学
部
と
共

通
、
た
だ
し
、
教
職
科
目
で
は
な

い

）

〔

共

〕

情
報
処
理
様
式
の
発
達
〔
共
〕

感

情

の

問

題

〔

共

〕

認

知

と

情

報

処

理

〔

共

〕

制
御
に
お
け
る
行
動
形
成
〔
共
〕

音
孵
心
理
学
の
諸
問
題
〔
共
〕

言
語
心
理
学
（
教
育
学
部
と
共
通
）

〔共〕

教
育
学
部
百
名
盛
之

助

教

授

坂
野
登
教
育
心
理
学
概
論
（
教
育
学
部
と
共

教
育
学
部

助

教

授

通
、
た
だ
し
、
教
職
科
目
で
は
な

い）

＂ ＂ 
演

習

諧実

＂ 読習

実

習 ＂ 

教教教教
育
学授授

授部
本柿
吉崎河

合
隼
雄

臨
床
心
理
学
概
論
（
教
育
学
部
と
共

通
、
た
だ
し
教
職
科
目
で
は
な
い
）

祐
一
※
心
理
学
概
論

良
治
※
学
習
心
理
学

演

習＂ 

助教教教助教教
教旋旋教
授部授部授授授

一五一――

木
下
冨
雄
社
会
心
理
学
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
1

1

、

中

島

誠

発

達

心

理

学

演

習

柿
崎

本
吉

平
野

助諧諧助教教助教教助教教助
教教教教

手師師授授授授授授授授授授

心

理

学

講

読

講

師

黄

済

清

法

家

著

作

選

読

第

二

輯

研

究

教

授

湯

浅

幸

孫

王

廷

相

の

研

究

〔院〕

＂ ＂ 

講

師

三
隅
二
不
二

乎

野

俊

二

柿
崎
祐
一

本

吉

良

治

平

野

俊

二

柿
崎
祐
一

本

吉

良

治

平

野

俊

二

柿
崎
祐
一

本

吉

良

治

平

野

俊

二

一

谷

弧

島

久

洋

梅
村
智
恵
子

講

師

坂

本

昂

※
心
理
学
基
礎
実
験

心
理
学
特
殊
実
験

〔院〕
〔院〕

教
育
工
学
の
諸
問
題
（
教
育
学
部
と

共

通

）

〔

共

〕

教
育
に
お
け
る
社
会
心
理
学
（
教
育

学

部

と

共

通

）

〔

共

〕

心
理
学
演
習
い

心
理
学
演
習
③

※
統
計
法
基
礎
実
習

社
会
的
相
互
作
用
の
基
礎

G. 
B
r
a
m
a
u
d
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 B
o
u
c
h
r
o
n
i
 

v
e
r
b
a
l
 
c
h
e
z
 

L
"
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p
r
e
n
t
l
s
s
a
g
e
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〔共〕

良
治
｝
現
代
心
理
学
の
諸
問
題

俊
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演
習
皿

演
習

II
諧

師

探

谷

昭

一

助人助教
文教

手研授授

内

井

惣

七

森
口
美
都
男

西

谷

裕

作

＂

講

師

有

福

孝

岳

演
習

I

教

授

森

口

美

都

男

第
五
百
五
十
三
号

三
の
問
題

部
と
共
通
）

※
倫
理
学
概
論

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
理
論
（
社
会

学

と

共

通

）

〔

共

〕

ド
イ
ッ
観
念
論
に
お
け
る
自
由
概
念

の

変

遷

〔

共

〕

哲
学
的
人
間
学
（
哲
学
と
共
通
）〔共〕

日
本
思
想
史
（
哲
学
、
仏
教
学
と
共

通

）

〔

共

〕

自

我

の

問

題

〔

共

〕

K
a
n
t
 "
 Kr
i
t
i
k
 d
e
r
 Urteilskraft, 

§
2
6

か

ら

〔

共

〕

倫
理
学
の
諸
問
題

〔共〕

M
.
 S
c
h
e
l
e
r
:
 
W
e
s
e
n
 u
n
d
 F
o
r
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m
e
n
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e
r
 
S
y
m
p
a
t
h
i
e
,
 
V
o
m
 

J
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R
a
w
l
s
”
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h
e
o
r
y
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＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

＂ 

講

師

坂

東

性

純

研

究

＂ 

諧

師

茅

野

良

男

＂ 

諧

師

中

埜

庶

諧

義＂ 
研

究＂ 

講

義

助

教

授

西

谷

裕

作

研

究

助

教

授

中

久

郎

倫

理

学

教
育
学
部

教

授
助

教

授

坂

野

登

〔院〕

演

習

教
育
心
理
学
（
課
題
演
習
、
教
育
学

哲
学
研
究

梅
本
発
夫

〔院〕

講

読

助

教

授

西

谷

裕

作

＂ 

諧

師

秋

山

光

和

諧

師

山

岡

泰

造

諧

師

上

平

諧助教教教助教助教
教稚養教 教

師授部授部授授授授

貢

武

田

恒

夫

中
世
屏
風
絵
の
特
質
と
そ
の
展
開〔共〕

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
彫
刻
の
研

究

〔

共

〕

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
水
墨
画
と
宋
元

の

絵

画

〔

共

〕

前
期
ー
ー
絵
巻
物
研
究
後
期
ー
日

本
古
代
絵
画
の
諸
問
題
（
国
語
学
国

文

学

と

共

通

）

〔

共

〕

新
田
博
術
作
品
の
受
容

乾

由

明

吉
岡
健
二
郎

清
水
善
一
―
―

吉
岡
健
二
郎

清
水
善
―
―
―

美
学
美
術
史
学

諧
師
―
―
一
嶋
唯
義

〔共〕

f
r
e
m
d
e
n
 I
c
h
 

〔共〕

B
e
r
g
s
o
n
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L
e
s
 
d
e
u
x
 
S
o
u
r
c
e
s
 

d
e
 la 
M
o
r
a
l
e
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e
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R
e
l
i
g
i
o
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〔共〕

G
.
 M
a
r
c
e
l
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H
o
m
o
 V
i
a
t
o
r
 〔共〕

※
美
学
概
論

※
日
本
美
術
史
概
説

ヴ
ィ
ー
ン
学
派
の
芸
術
哲
学
〔
共
〕

錬

倉

彫

刻

史

研

究

〔

共

〕

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絵
画
史
〔
共
〕

一
五
四
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諧

読

梨

報

＂ 
演

習ーー

諧

師

高

島

昌

二

教

授

池

田

義

祐

助

教

授

中

久

郎

助

手

橋

本

満

家
族
社
会
学
の
諸
問
題

社
会
病
理
の
諸
問
題
〔
共
〕

自
我
論
の
現
代
的
展
開
〔
共
〕

村

落

社

会

学

〔

共

〕

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
社
会
的
性

格

〔

共

〕

政
治
社
会
学
研
究
序
説
〔
共
〕

社
会
学
の
諸
問
題

社
会
学
方
法
論

英
書
諧
読

(K.
D
i
x
o
n
,
 Sociolo・ 

〔共〕

諧

義

助

教

授

中

久

郎

※

社

会

学

概

論

研

究

助

教

授

中

久

郎

デ

ュ

ル

ケ

ー

ム

の

社

会

理

論

（
倫
理
学
と
共
通
）
〔
共
〕

乾

由

明

M.
B
r
i
o
n
:
 
L'oeil, !'esprit et la 

＂ 
研

究

石

田

疫

和

一
五
五

『
教
行
信
証
』
の
哲
学
的
考
察

〔共〕

山

本

誠

作

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
研
究

〔共〕

研諧

究義

諧助教教助
教簑 教

師授部授授

長
谷
正
当
※
宗
教
学
概
論

上
田
閑
照
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
研
究

＂ ＂ 

東
南
ア
研

助

教

授

諧

師

阪

井

諧

師

船

津

講

師

益

田

諧

師

村

井

研庄敏
治三衛郎

〔共〕

宗

教

学

＂ 

＂ 

＂ 

水
野
浩

研

究

坪
内
良
博

社
会
組
織
の
比
較

〔院〕

演

習

R
u
r
a
l
-
U
r
b
a
n
 S
o
c
i
o
l
o
g
y
 
〔院〕

＂ 

口

羽

益

生

フ
セ
、ト

ヨ
マ
サ

教

授

池

田

義

祐

東
南
ア
研

教

授

K
し

司
出

師

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
S
o
c
i
o
l
o
g
y
 
〔院〕

＂ 

諧

師

村
落
の
国
際
比
較
研
究

研

究

諧

師

新

睦

人

社

会

学

＂

助

手

米

沢

有

恒

演
習

I

教

授

吉

岡

健

二

郎

助

教

授

清

水

善

三

m
a
i
n
 d
u
 peintre. 

E• 

U
t
i
t
z
:
 
A
s
t
h
e
t
i
k
.
 

美
学
美
術
史
学
の
諸
問
題

〔院〕

諧

読

教教助助教
狸 教 教

授部授授授

社
会
学
に
お
け
る
実
証
的
研
究

〔院〕
〔院〕

社
会
学
（
比
較
社
会
学
）

チ

〔
院
〗l

＂ 

助 教 助 教
教蓑教
授部授授

高
橋
三
郎
社
会
関
係
論
へ
の
―
つ
の
ア
プ
ロ
ー

演

習＂ 

池

田

義

祐

中

久

郎

演
習
JI

演
習
ー

吉
岡
健
二
郎

清

水

善

三

清

水

菩

三

美
学
美
術
史
学
の
諸
問
題

美
術
史
学
の
実
地
指
禅

〔共〕

＂ 

講

師

児

玉

昇

gical 
T
h
e
o
r
y
)
 

独
書
講
読

(
E
u
g
e
n

L
e
m
b
e
r
g
,
 

S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
u
s
)
 

現
代
社
会
学
の
諸
問
題
〔
院
〕

理
論
社
会
学
の
問
題
〔
院
〕



＂ ＂ 

諧

師

戸

田

宏

文

助

教

授

小

林

信

彦

研講

究義

教教

授授

梶梶
山山

雄雄

※
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史

説
一
切
有
部
の
存
在
論
の
研
究

〔共〕

B
百
m
a
h
a
,
K
a
v
y
a
l
a
1
1
1
k
a
r
a
 
(印

度
哲
学
史
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共

通

）

〔

共

〕

s良
諾
貸
n
2
4
唸
｀
禁
ざ
唸
4

諸
本
の

対
照
研
究
（
梵
語
学
梵
文
学
と
共

通

）

〔

共

〕

諧

義

助

教

授

水

垣

渉

＂ 

基
督
教
学

諧

師

頼

富

本

宏

語

＂ 学

助助人
教文
授手研

仏

教

学

＂ 

諧

師

第
五
百
五
十
三
号

西
村
浩
太
郎

＂ 

講

師

薗

田

坦

諧

読

講

師

田

中

英

一

＂ 

講

師

稲

葉

稔

＂ 

諧

師

大

峯

顕
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演

＂ 習

教

授

上

田

閑

照

助

教

授

長

谷

正

当

哲
学
研
究

〔共〕

現

代

の

宗

教

哲

学

〔

共

〕

P
.
 
R
i
c
o
e
u
r
 "
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 d
e
 la 

〔共〕

V
o
l
a
n
t
e
 

S
c
h
e
l
l
i
n
g
 "
 U
b
e
r
 
d
a
s
 
W
e
s
e
n
 

d
e
r
 
m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
n
 F
r
e
i
h
e
i
t
 〔共〕

H
e
g
e
l
:
 
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 

〔共〕

G
e
1
s
t
e
s
 

W
.
 J
a
m
e
s
:
 
T
h
e
 
V
a
r
i
e
t
i
e
s
 
o
f
 

R
e
l
i
g
i
o
u
s
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 

〔共〕

S
c
h
l
e
i
e
r
m
a
c
h
e
r
:
 
D
e
r
 
christ ,
 

liche 
G
l
a
u
b
e
 

P
a
s
c
a
l
:
 
P
e
n
s
e
e
s
 

＂ ＂ 

助助教
教狸

手授部

＂ ＂ ＂ ＂ 

小

林

信

彦

※
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
（
印
度
哲

学
史
、
西
南
ア
ジ
ア
史
学
、
梵
語
学

梵
文
学
と
共
通
）

チ
ベ
ッ
ト
語

※
原
始
キ
リ
ス
ト
教

御
牧
克
己
梵
語
仏
典
選
集

井

狩

弥

介

荒

牧

典

俊

賢

繹

柳

田

聖

山

教

授

大

地

原

盛

助

教

授

小

林

信

彦

演

習

教

授

梶

山

雄

諧

師

桂

紹

隆

研

究

講

師

坂

東

性

純

日
本
思
想
史
（
哲
学
、
倫
理
学
と
共

通

）

〔

共

〕

D
h
a
r
m
a
k
i
r
t
i

の
推
理
論
の
研
究

〔共〕

K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
,
 
T
 attvasa'l[lgraha・ 

溶
njika,
C
h
a
p
.
 2
6
.
 

〔共〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
選

I
（
印
度
哲

学
史
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
選
（
梵
語
学
梵

文

学

と

共

通

）

〔

共

〕

胡
適
編
『
神
会
和
尚
遺
集
』

Suttanipiita 

〔共〕
〔共〕

S
r
a
u
t
a

祭
式
文
献
（
印
度
哲
学
史
、

梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

一
五
六

〔共〕
〔共〕
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七
＂ ＂ ＂ 

索

報
哲

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
論
文
題
目

|
ー
昭
和
五
十
三
年
三
月
ー
—

助

教

授

水

垣

渉

講

師

今

井

諧

師

小

池

三

郎

演

習

講

師

学

晋

遠

藤

彰

演

習

助

教

授

水

垣

渉

＂

諧

師

野

本

真

也

＂ 
II 

＂ 

諧
師
森
田
雄
一
―
一
郎

講

師

柏

木

英

彦

講

師

佐

藤

吉
昭

研

究

助

教

授

水

垣

渉

初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
探

求

」

の

問

題

〔

共

〕

キ
リ
ス
ト
教
教
父
の
自
然
観
ー
テ
ル

ト
リ
ア
ヌ
ス
か
ら
ア
ン
プ
ロ
ジ
ウ
ス

ヘ

ー

〔

共

〕

キ
リ
ス
ト
論
の
動
向
と
変
化
〔
共
〕

西
洋
十
二
世
紀
の
諸
思
想
（
西
洋
哲

学

史

と

共

通

）

〔

共

〕

O
r
i
g
e
n
e
s
:
 
D
e
 pr
i
n
c
i
p
i
i
s
 
〔共〕

古
典
ヘ
プ
ラ
イ
語
文
法
お
よ
び
創
世

記
原
典
の
講
読
・
釈
義
（
西
南
ア
ジ

ア

史

学

と

共

通

）

〔

共

〕

マ
ル
コ
福
音
書
原
典
諧
読
と
釈
義
、

八

ー

十

六

章

〔

共

〕

A
u
g
u
s
t
i
n
 us
:
 
D
e
 D
o
c
t
r
i
n
a
 C
h
 ,
 

ristiana 
(
西
洋
哲
学
史
と
共
通
）

P
a
u
l
 A
l
t
h
a
u
s
:
 
D
i
e
 
c
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
 

W
a
h
r
h
e
i
t
 

〔共〕

院
生
の
研
究
発
表
を
中
心
に
討
論
す

る

〔

院

〕

中

JI

力

山

瀬

美

福

島

丞

菅

沼

隆

夫

柳

川

博

昭

山

本

稔

竹

田

忠

宏

高吉

瀕田

正一

宏秀

星

野

倫

野

村

直

正

須 JII

藤添

訓信

任介

一
五
七

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
本
質
と
存
在

同
一
物
否
定
と
。
ハ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

|
ニ
ー
チ
ェ
の
認
識
論
の
一
断
面
＇
~

反
省
と
反
省
さ
れ
な
い
も
の

ー
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
生
き
ら
れ
る
世

界
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
ー

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
「
我
」
の
問
題

ー
超
越
論
的
主
観
性
と
個
体
性

I

カ
ル
ナ
ッ
プ
の
言
語
理
論

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
哲
学

ー
モ
ナ
ド
と
は
何
か

I

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
危
機
」
論
文
に
お
け
る
二
、
三
の

問
題
点

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
に
お
け
る
『
物
質
と
記
憶
』
に
つ

い
て

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
個
体
論

ー
宗
教
哲
学
と
し
て
の
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
ー
_
—

デ
カ
ル
ト
の
『
方
法
叙
説
』
に
つ
い
て

人
間
に
於
る
身
体
的
関
係

デ
カ
ル
ト
哲
学
に
お
け
る
遥
徳
の
問
題

ー
認
識
と
行
為
と
の
隙
問
ー
ー

W
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
の
構
造



2136 

亀

井

稔

亀

岡

員

壽

美

飼

原

寿

夫

心

理

学

谷

内

清

岳

印
度
哲
学
史

鬼

原

悟

朴

功

福

山

敦

子

嶋加

津藤

雅雅

彦人

井

上

英

司
哲
学
研
究

第
五
百
五
十
三
号

西
洋
哲
学
史

ニ
レ
ア
派
論
理
の
破
壊
性

I
ゼ
ノ
ン
の
逆
理
を
核
と
し
て
ー
ー

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
神
の
超
越
と
内
在

P
l
a
t
o
n
,
 P
h
a
i
d
o
n

に
お
け
る

A
E
r
T
E
P
oと

I
I
A
O
Y
E

に
つ
い
て

ー
イ
デ
ア
原
因
論
と
ヒ
ュ
ボ
テ
シ
ス
の
方
法
の
禅

入
に
関
連
し
て
ー
ー

「
イ
デ
ア
を
知
る
主
体
」
と
し
て
の
魂
の
不
死
と
は

|
 Plato, P
h
a
e
d
o

に
関
す
る
考
察
よ
り
1

P
l
a
t
o
n
,
 P
h
a
i
d
o
n

に
関
す
る
考
察

ー
プ
シ
ュ
ー
ケ
ー
の
不
死
論
証
を
巡
っ
て
1

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
認
識
論
の
問
題
点
に
つ
い
て

y
o
g
a
b
h
a
~
y
a

に
お
け
る

に
つ
い
て

s
a
m
a
d
h
i

と

s
a
m
a
t
t
i

A
t
t
e
n
t
i
o
n
 
a
n
d
 S
e
a
r
c
h
 T
a
s
k

の

M
a
p
p
i
n
g
の

違
い
に
よ
る
考
察

集
団
規
範
が
リ
ー
ダ
ー
に
及
ぽ
す
影
密

社
会
的
支
持
と
異
識
と
が
同
調
最
に
及
ぽ
す
効
果

上

村

彰

宮 伊

原 藤

清 将

水 司

大

和

博

之

長

瀬

浩

造

森

JI( 

泉

後山

藤下

正博

人志

山

口

正

弘

森

勉

堀

井

陽

子

高

橋

美

和

子

囚
人
の
デ
ィ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
協
力
的
行
動

に
対
す
る
反
応

概
念
達
成

c
o
n
c
e
p
t
a
t
t
a
i
n
m
e
n
t

に
お
け
る
選
択

事
態

selection
p
a
r
a
d
i
g
m
と
受
容
事
態

r
e
c
e
p
-

tion 
p
a
r
a
d
i
g
m

の
比
較

M
e
m
o
r
y
 S
c
a
n
n
i
n
g

に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

の
効
果

視
交
叉
切
断
ラ
ッ
ト
に
お
け
る
。
ハ
タ
ー
ン
弁
別
の
単

眼
視
に
よ
る
獲
得
お
よ
び
半
球
間
転
移

回
避
学
習
事
態
に
お
け
る
ラ
ッ
ト
の
時
間
弁
別
行
動

幼
児
の
数
概
念
の
発
達

ー
基
数
的
対
応
と
序
数
的
対
応
を
中
心
に
し

て
|
|

熟
慮
型
、
衝
動
型
児
童
に
お
け
る
選
択
的
注
意
の
発

達
に
つ
い
て

社
会
的
判
断
に
お
け
る
態
度
強
度
と
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
操
作
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

「
色
」
の

visual
な
次
元
と

v
e
r
b
a
l
な
次
元
で
の

評
価
の
違
い

見
当
識
に
及
ぼ
す
情
緒
の
影
習

C
y
c
l
o
t
u
s
i
o
n
a
l
 
R
e
s
p
o
n
s
e

に
及
ぽ
す
諸
要
因
に

つ
い
て

認
知
的
均
衡
理
論
に
お
い
て

p
"
0
-
X
事
態
に
働
く

諸
要
因
の
考
察

一
五
八
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梨

報

江

崎

雅

彦

小

谷

桂

恵

子

井

手

裕

彦

神

内

久

恵

美
学
美
術
史
学

ワ
ト
ー
の
芸
術
と
ロ
コ
コ

ク
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
「
三
王
礼
拝
」
図

ー
方
法
論
的
探
求
の
た
め
に
—
ー

ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
研
究

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
絵
画

マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド

r
e
a
d
y
 ,
 ma
d
e

に
関
す
る
一
考
察

舞
踊
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

M
o
n
e
t
に
つ
い
て

ベ
ル
グ
ソ
ン
『
笑
い
』
に
つ
い
て

デ
ュ
フ
レ
ン
ヌ
美
学
に
お
け
る
ア
・
プ
リ
オ
リ
の
概

念カ
リ
ス
マ
か
ら
制
度
へ

1

世
界
救
世
教
の
場
合
ー
—

「
続
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
声
」
日
本
と
西
欧
に
お

け
る
ニ
リ
ー
ト
の
基
盤
・
文
化
の
相
違
の
考
察

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
及
ぽ
す
社
会
的
影
轡

少
年
非
行
に
占
め
る
女
子
非
行
の
割
合
お
よ
び
そ
の

特
徴

会

学

伊

藤

聰

佐

藤

正

樹

社

中

島

秀

憲

朝

倉

喜

美

枝

林内吉川

藤国上

愛憲小隆

子吾枝史

宗

教

学

竹

下

清

次

大

塚

茂

松中齊

本
藤

敬 栄

透 夫 一

岡赤

田
JI! 

温

司泉

佐北大松前

伯内木山田

和陽良康裕

之子二夫資

篠

永

洋

内
発
的
動
機
づ
け
に
対
す
る
言
語
報
酬
の
効
果

演小

口西

和直

子哉

一
五
九

リ
ー
ス
マ
ン
に
お
け
る
社
会
的
性
格
論

現
代
社
会
に
お
け
る
青
年
期
の
位
置
づ
け
へ
の
こ
こ

ろ
み

狂
気
と
日
常
の
社
会
学

日
本
の
家
族
の
比
較
社
会
学
的
考
察

現
代
日
本
の
構
造
機
能
主
義
に
つ
い
て

都
心
過
疎
化
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
生
活

カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
社
会
学
の
若
干
の
考

察マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
方
法
論
に
関

す
る
一
考
察

日
本
占
領
政
策
の
原
像
を
求
め
て

F. 
M
.
 Muller
に
於
る
宗
教
と
言
語
の
起
源
に
つ

い
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
論

ー
『
精
神
現
象
学
』
芸
術
宗
教
の
章
を
め
ぐ
っ

て
ー
ー

シ
ュ
ラ
イ
ニ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
『
宗
教
論
』
に

お
け
る
宗
教
観
に
つ
い
て

親
駕
の
研
究

|
『
教
行
信
証
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
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黒

田

泰

司

赤

松

明

彦

中

西

啓

子

劉

宋

元

嘉

時

代

の

儒

仏

論

争

に

つ

い

て

松

島

哲

久
倫

理

学

高

田

珠

樹

冨

田

恭

彦

竹

田

浩

一

子

野

日

俊

夫

八

哲
哲
学
研
究

学 第
五
百
五
十
―
―
一
号

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

修
士
課
程
修
了
論
文
題
目

！
ー
昭
和
五
十
三
年
三
月
ー

真
性
の
諸
相
と
そ
の
統
一

ロ
ッ
ク
の
言
語
理
論

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
形
而
上
学
に
つ
い
て

カ
ン
ト
に
お
け
る
認
識
の
成
立
と
悟
性

象
徴
と
思
惟

ー

P
a
u
l
R
i
c
o
e
u
r
 
i,1
お
け
る
意
志
の
現
象
学
と

言
語
の
解
釈
に
つ
い
て
ー
ー

中
国
哲
学
史

印
度
哲
学
史

D
h
a
r
m
a
k
i
r
t
i

の

A
p
o
h
a

論

ー
こ
と
ば
と
実
在
に
つ
い
て
—
_

S
a
l
i
k
a
n
a
t
h
a

の

n
i
y
o
g
a
論

鳥

居

正

雄

岩

崎

隆

彦

概
念
の
発
達

ー
ー
絵
画
的
材
料
に
よ
る
等
価
的
関
係
づ
け
を
中
心

と
し
て
'
—
ー

C
o
n
c
u
r
r
e
n
t
剌
激
を
用
い
た
弁
別
学
習
課
題
の
体

心

理

学

伊
藤
利
行

H
A
P
P
H
と
~
A

ー
第
ニ
コ
リ
ン
ト
―
―
―
章
十
二
節
の
研
究

I

基

督

教

学

榎

本

文

雄

CJI 

srava
に
つ
い
て

仏

教

学

野

沢

正

次

郎

ス

ビ

ノ

ザ

の

認

識

論

ー
神
の
認
識
を
中
心
に
し
て
ー
ー

宗

教

学

仲

子

潔

山江福

田花 谷

道弘

夫章茂
西
洋
哲
学
史

カ
ン
ト
に
お
け
る
「
超
越
」
の
問
題
に
つ
い
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
道
徳
論

プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
に
関
す
る
一
考
察

|
「
イ
デ
ア
の
交
わ
り
」
を
中
心
と
し
て

1

哲
学
的
問
い
と
言
語

一
六

0
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九

梨

報
哲 美

学
美
術
史
学

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
論
文
要
旨
題
目

r
昭
和
五
十
―
―
一
年
一

l

l

月
ー
ー

加

藤

哲

弘

岸

文

和

沢

田

善

太

郎

細

辻

恵

子

安

野

早

己

指

方

秀

雄

伊

藤

公

雄

社

会

宮松

崎
村

暢

渉隆

学
「
日
常
」
と
「
世
界
」
の
》
選
択
親
和
性

elective

affinity
《
を
め
ぐ
っ
て

ー
社
会
変
革
の
〈
担
い
手
〉
を
中
心
に
据
え
て
ー
|

西
欧
と
日
本
に
お
け
る
「
合
理
的
思
惟
」
の
展
開
過

程
に
関
す
る
一
試
論

産
業
民
主
制
と
労
働
者
統
制

社
会
学
に
お
け
る
社
会
化
の
問
題

人
類
学
の
対
象
と
し
て
の
社
会
的
事
実

ー
ー
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
か
ら
レ
ヴ
ィ
11

ス
ト
ロ
ー
ス

ヘ

ー
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
哲
学

若
き

G
e
o
r
g
L
u
k
a
c
s

の
文
学
理
論
に
つ
い
て

学
制
化
に
お
よ
ぽ
す
過
剰
訓
練
の
効
果

類
概
念
と
類
否
定
の
発
逹

態
度
に
及
ぽ
す
情
報
の
影
薯

佐

伯

康

子

知

覚

に

対

す

る

経

験

効

果

に

つ

い

て

心

理

学

村

山

周

治

基

督

教

学

松

丸

壽

雄

藤

田

正

勝

柴

田

宗

教

学

山

口

義

久

中

岡

成

文

西
洋
哲
学
史

秀

池

上

哲

司

大

町

公

倫

理

学

伊

藤

邦

武

鉾

之

原

善

章

一
六

ハ
ル
ト
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
に
於
る
神
認
識

M
・
ツ
ェ
ー
ラ
ー
の
人
格
論
の
問
題
点

信
仰
へ
の
道

ー
・
ハ
ス
カ
ル
の
場
合

l

自
己
と
自
由

ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
絶
対
性
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
し
て

の
深
処

プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
自
然
と
人
間

自
己
意
識
の
構
造

ー
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
研
究
ー
ー

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
有
と
時
』
に
お
け
る
無
に
つ
い
て

『
論
理
哲
学
論
考
』
に
お
け
る
「
思
考
」
の
規
定

現
象
学
的
梢
造
分
析
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松

}II 

知
覚
的
認
知
過
程
に
関
す
る
研
究

四
機
能
．
〈
ラ
ダ
イ
ム
と
パ
タ
ー
ン
変
数

ー
四
つ
の
次
元
の
相
互
独
立
性
と
網
羅
性
に
つ
い

美
学
美
術
史
学

溝

部

明

男
社

会

順

子

美
の
諸
芸
術
の
分
類

ー
ー
ニ
チ
ニ
ン
ヌ
・
ジ
ル
ソ
ソ
の
芸
術
哲
学
ー
—

鎌
倉
時
代
の
尊
像
画
に
お
け
る
説
話
的
要
素
に
つ
い

て て
ー
|

学

哲
学
研
究
第
五
百
五
十
三
号

次 号 論 文 豫 告

〔
回
想
〕
『
哲
学
研
究
』
の
思
い
出
…
…
…
小
田

武

田

郷

史
健

空
と
慈
悲
（
仮
題
）
…
…
…
…
…
…
…
…
梶

法
律
学
と
哲
学
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
田

捌
と
し
て
の
『
精
神
現
象
学
』
…
…
…
…
門
脇

ー
一
八
〇
六
年
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ー

ス
ピ
ノ
ザ
の
倫
理
思
想
に
お
け
る
…
…
…
真

目
的
因
の
否
定

ー
人
問
本
性
の
型

(
e
x
e
m
p
l
a
r
h
u
m
a
n
a
e
 

n
a
t
u
r
a
e
)

を
め
ぐ
っ
て
ー
—

哲
学
研
究
第
四
十
七
巻
総
目
録

中

成

明

一
六

山

雄




